
● 会議中の発言や会場の

写真撮影・録音等はで

きません。

● 携帯電話は、電源を切

るか、マナーモード等

の設定をお願いします。

● 記録用に、事務局が会

場内の撮影をしますの

でご了承ください。

令和５年１月２３日（月曜日）

１５時１５分 ～ １７時００分

令和４年度 第３回

中野区構造改革推進

アドバイザー会議

傍聴の皆様へ



次第 2

１ 開会

２ 中野区長挨拶

３ アドバイザー、区側出席者紹介

４ 議事

 （１）構造改革実行プログラムの取組事例

 （２）アドバイザーと区側出席者のディスカッション

５ その他

６ 閉会



スクリーン

アドバイザー、区側出席者紹介 3
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石橋　一彦

企画部長

石井　大輔

構造改革担当課長

瀬谷　泰祐

株式会社日本政策総研　副理事長・研究主幹
（兼）東京大学先端科学技術センター客員研究員

若生　幸也

ジョンソン・エンド・ジョンソン日本法人グループ
コンシューマーセクター　人事責任者

藤間　朝子

キリンホールディングス株式会社
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竹内　賢三
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4構造改革とは  ｜ 背景・目的

社会経済状況の変化に伴い、行財政の構造的な改革を集中的に

進め、持続可能な区政運営を目指す。

構造改革推進アドバイザー会議を設置し有識者の助言を受ける

施策・施設・組織の再編

中 野 区 構 造 改 革 実 行 プ ロ グ ラ ム

個別プログラム

デジタルシフト /

共助 / 施設 / 組織 / 財政

構造改革推進

アドバイザー

職員の

意識改革

２８
種類

財政的な非常事態への対処 / 効率的・効果的なサービス展開目的

考え方

区政の構造改革



5構造改革とは  ｜ 令和４年度の構造改革推進アドバイザー会議

前例にとらわれず、地域に飛び出し、ニーズを捉え、改善を続

けていく職員の「意識」を組織全体で醸成するため、管理職のマ

ネジメントを変革し、区職員の意識を変えていくことが不可欠。

▶▶▶　管理職の意識改革を促す政策ディスカッションを実施

仕事の進め方の変革

▶ 働き方/業務プロセス/制度

仕事の考え方の変革

▶ 思考プロセス

区政を経営する視点 
▶ 組織/人材育成

第3回会議

アドバイザーとの
ディスカッション

今回

第２回会議、打合せ

課長級・部長級
職員の意識改革

第１回会議

イントロダクション
（経営幹部）

主な内容

管理職の
意識・役割

ニーズ分析
による

事業見直し

ＩＣＴ活用
による

業務効率化



6構造改革とは  ｜ 今後の展開

構造改革の目的のうち「財政的な非常事態への対処」は必要性が

薄れている一方で「効果的・効率的なサービス展開」は必要。

▶▶▶　行政サービスの改善、業務効率化の視点をもち、職員の

意識改革とあわせて、区政運営の中で取り組んでいく。

構造改革
令和２年度～

区政運営
令和５年度～

▶ 中長期的な取組

▶ 取組の実行・継続

▶ 改善・効率化

▶ 集中的な取組

▶ 取組・方針の具体化

▶ 財政効果

次のフェーズへ



7

構造改革実行プログラムの取組事例

構造改革実行プログラムを踏まえた各部の取組について、

所管の幹部職員から事例紹介を行います。

　

● LINEの運用支援ツールを活用した

　　オンライン手続の拡充
　

● 重層的支援体制の構築検討
　

● 債権管理体制の強化

議事(1)



取組事例①

[説明者]

 　企画部　広聴・広報課長　　高村　和哉

ＬＩＮＥの運用支援ツールを活用した

オンライン手続の拡充

8



▶ 中野区では、新区役所移転に向けてＤＸを推

進している。

▶ ＬＩＮＥのアクティブユーザーが９，０００

万人を超えている。

▶ 電子決済サービス（Ｐａｙ ＰａｙやＬＩＮＥ

Ｐａｙなど）の利用者が劇的に増えている。

背景

9取組事例①
ＬＩＮＥの運用支援ツールを活用した
オンライン手続の拡充



● 区役所の行政手続きは、電話や窓口で行わ

なければならないものが未だに多い。

● 各サービスの予約状況も区役所の各担当に

直接問い合わせしないと分からない。

● 区民の方から区民の声として、子ども関連

をはじめ、手続きの簡略化とオンライン化

の要望が中野区へ寄せられている。

[参考]

区民や事業者等から紙の申請書により提出を求める手続のうち

押印や署名(自署)を求める手続数 1,095件
[２０２０年度時点]

？ 現状と課題

区民視点

10取組事例①
ＬＩＮＥの運用支援ツールを活用した
オンライン手続の拡充



？ 現状と課題

● 保育園の一時保育などの事務が煩雑である。

特に利用料の支払いを受ける業務が各現場

職員の負担となっている。

● 手続きのオンライン化など事務の効率化を

実施したいが、日々の業務に追われ、企

画・調整する時間や機会がなかなか創出で

きない。

行政視点

11取組事例①
ＬＩＮＥの運用支援ツールを活用した
オンライン手続の拡充



めざす姿

● 使いなれたツールによるオンラインでの申請や利用料

の支払いが可能となり、各サービスが利用しやすくな

るなど、区民にとっての利便性が向上している。

● オンライン申請や利用料の支払いを実現することで、

事務を効率化し、当該業務の職員の事務負担が軽減し

ている。

12取組事例①
ＬＩＮＥの運用支援ツールを活用した
オンライン手続の拡充



New 新たな取組

中野区公式ＬＩＮＥ(の運用支援ツール)を活用した

オンライン手続き・支払いを実施する。

▶ 区立保育園等の一時保育予約と利用料金の支払い

▶ すこやか福祉センター(区内４か所)で実施して

いる各種講座・講習会の予約

など

[令和５年度に導入予定のサービス]

13取組事例①
ＬＩＮＥの運用支援ツールを活用した
オンライン手続の拡充



✿ 実現方法 (導入・運用プロセス①)

● 「中野区構造改革実行プログラム」に基づき、ＬＩＮＥの

運用支援ツール導入に向けて、企画部広聴・広報課が

各現場のニーズや課題を把握し、中野区全体の各サー

ビスの導入対象やプロセスを明らかにする。

● 導入するサービス(予定)の各所管課を広聴・広報課が

全面的に支援する。

14取組事例①
ＬＩＮＥの運用支援ツールを活用した
オンライン手続の拡充



✿ 実現方法 (導入・運用プロセス②)

● 令和４年度中に短期間の試行を実施し、その結果を踏

まえて令和５年度に本格的に導入する。

● 令和５年度の導入結果を踏まえ、新

区役所移転後の令和６年７月以降に

導入するサービスを決定する。

● あわせてオンライン手続き(ＬＩＮ

Ｅ運用支援ツール以外)の導入ツー

ルについても検証と検討を進める。

▶ 利用者アンケートを実施
▶ 導入職場のヒアリングを実施
▶ 他自治体の導入・活用状況を調査 など

15取組事例①
ＬＩＮＥの運用支援ツールを活用した
オンライン手続の拡充



取組事例②

重層的支援体制の構築検討

[説明者]

　 地域包括ケア推進担当部長　　藤井　多希子

16



「重層的支援体制」とは…？
■ポイントは、「３つの支援」と「２つの手段」

17

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

包括的
相談支援

社会への
参加支援

地域づくり
支援

主に本人に対する支援 主に地域に対する支援

多機関協働事業
＜重層的支援会議＞＜支援会議＞

２
つ
の
手
段

３
つ
の
支
援

一
体
的
に
展
開
！

取組事例② 重層的支援体制の構築検討



(世帯数は推計)

20歳未満の子が

いる一人親世帯

約1,100 世帯

65歳以上で認知症

かつ一人暮らし

約4,000 世帯

？

めざす姿

現状と課題

8050世帯で

子が働いていない

約1,500 世帯

区民の生活課題が多様化・複合化し、支援を必要

とする方の早期把握と適切な支援が求められる

区民に寄り添った伴走型支援、問題解決型支援の

提供、地域での見守り・支えあいによって区民が

安心して暮らすことができる

18取組事例② 重層的支援体制の構築検討



New

✿ 改善の視点

新たな取組

アウトリーチ型による「個人支援」「団体支援」の

強化に向けた役割整理と体制整備

職員のスキル向上(政策立案・組織管理)

組織の再編、事務集約と人材育成で支援体制強化

部独自の

人材育成

企画・調整機能を

集約し組織を整理
相談対応や

地域支援に注力

19取組事例② 重層的支援体制の構築検討



取組事例③

債権管理体制の強化

[説明者]

　 区民部　税務課長　　竹内　賢三

20



区の収入未済額
[令和３年度決算]

約３３ %

区内在住者のうち

20代・30代の割合

約４６ 億円

？

めざす姿

現状と課題

特別区民税・国民健康保険料などの滞納により

区の歳入が減少

未収金を減少させることにより

区民サービスの財源を安定的に確保している

21取組事例③ 債権管理体制の強化



New

✿ 改善の視点

新たな取組

納付勧奨におけるデジタルツールの活用により

納付忘れや滞納の長期化を未然に防止

財政負担を抑制し持続可能な事業の構築

滞納者の傾向に併せた取組で歳入確保を目指す

スマートフォン

中野区へ
口座振替申込

来庁せずに

申込完了

(配信画像の例)

メッセージ配信
中野区から

22取組事例③ 債権管理体制の強化



アドバイザーと区側出席者のディスカッション

議事(2) 23

● 区民ニーズに基づく政策の立案・改善

● 職員のスキル向上(政策立案・組織管理)

● 財政負担を抑制し持続可能な事業の構築

区政運営の中で持ち続けるべき視点とは

取組事例

における

改善の視点

今後の区政運営に求められる「行政サービスの改善・業

務効率化」の視点、取組の推進に欠かせない「職員の意

識改革」などについて、ご助言をお願いいたします。

テーマ



24その他

区長コメント



25閉会

本日はご参加いただき

ありがとうございました

本日の会議資料及び議事要旨は

中野区ホームページにて後日公開します

https://www.city.tokyo-nakano.lg.jp


